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New English Teachers' Association 

新英語教育研究会 2023

第59回全国大会富山大会
主催：新英語教育研究会

後援：富山県教育委員会， 富山市教育委員会，

読売新聞北陸支社， 北日本新聞社

とき：2023年8 月 5日（土）～8 月 6日（日）

開催方法： Zoom によるオンライン

第1日8 月 5 日（土）
F 図 'fJ' ".J 尚の仲間ヒヒモに， ！ 
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砂開会行事

1砂記念講演

•t:I[，・I・�t:膏弘司

•t:it:I•�I祖・I・E

世代姻えて，誇り令おう／／ r: 
～詣為の園へようとそ～

講師：今井むつみ氏

Al 時代の英語教育
ーなぜ英語を学ぶ必要があるのか，何を学ぶべきなのか

慶慮義塾大学環境情報学部教授。Ph.D.（ノ ースウエスタン大学 I捌年）。専門分野は認知 1,1 

科学， 特 lこ認知心理学， 発達心理学，言語心理学。著書 『算数文章題が解けない子どもたち一 こ i'1 
とぱ， 思考の力と日力不振』（岩波書店）など多数。国際認知科学会名誉会員（アジア初）。 『学び
とは何か一 〈探究人〉になるために』 （岩波新書） などが小学校や高校の複数の国語教科書に掲

州‘．載される。現在 ， 学力不振で苦しむ子どもたちの学力困難の原因を見える化するための 「 こと
fぱのたつじん」 「かず， 方んがえるたつじん」（小学生版，中学生版）の開発 lこ従事。

惨校種別分科会／特設分科会 Ill�」雄山融剛組む授業実践から学ぼう！） 111 
｜ 小学校 大田貴之 （福岡 ・ 小）子どもをつなぐ外国語科学習～Small Tαlkと学級づくり ii 

H中学校1年 和島悦子 （埼玉 ・ 中）誰もが安心して学べる授業づくりをめざして ハ

川中学校2 ・ 3年①

IV中学校2 ・ 3年②

V 高校（易しい教科書）

VI高校（勇tしい教科書）

VII高専・大学

安野寿美 （東京 ・ 中） retelling vs心を動かす教材

大t駐留i子 （東京 ・ 中＞ rooを紹介しようjは相手があって評価できるもの

小京百合子（静岡 ・ 高）読解とスピ ー チにひと工夫～ちゃんと読む・話す～

斎漆典子 （宮城 ・ 高）高校英語の創造的な扱いと大学入試

吉住香織 （埼玉 ・ 大）協聞から自律へ：ソフトCULで学ぶ地球的課題

VIII特設IC丁 目中路美子 （福岡・高） “ ｜ ’m old fashioned. ” ～ ICT 奮闘記～

砂若手教職員・教職希望者のひろば／ブロック別交流会 ・�

�宝戸エユ帽d重量「てご－－－＝＝さ孟z
一主』

司：：：：：：：－�

申込み：2023年5月1日（月）～8月2日（水） 23:59締切（8月2日締切後の申込みはお受けできませんのでご了承ください）
・参加申込みは右のコ ードを読み込み ， Peatixアプリの 「第59回新英語教育研究会全国大会（富山大会）』で参加チケットを購入して
ください。購入された方には8月3日（木）にZoom参加の情報をお送りします。下のURLからも申込みできます。

・申込み問合せ先：shineiken2023@gmαii. com https://shineiken-zenkokutaikai.peatix.com
・なお，Peatixを初めてご使用になる方は， 新規登録が必要です。

mailto:shineiken2023@gm%CE%B1ii.com
https://shineiken-zenkokutaikai.peatix.com
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第 2 日 8月6日（日）砂シンポジウム Ul彊H!ID

テ ー マ：むずかしい教科書をやさしく やさしい教材をふかく ふかい授業をゆかいに！
～ 困難を乗り越えるヒントを求めて ～

司会：柏村みね子（新英研事務局）
現場からの発信！小中高専の実践者によるシンポジウム

小学校
北野ゆき
（大阪・小）

ホテル勤務，専業主婦，大阪府小学
校・義務教育学校（2回の学校統合
を含む）計4校を経て，現在守口市
立小学校勤務。小学校での外国語活
動開始から，現在の教科化に至るま
でを経験。教科書からの発展的な実
践，外国語教育としてことばへの気
づきを大切にしてきた。

中学校
羽野祐司
（大分・中）

私立高校2年，公立中学校36年勤務
を経て今春退職，再任用として初任
者研修拠点校指導教員。学級担任と
して子どもたちと心通う授業 をめざ
し力を注いできた。現場は二極化，
小学校既習語の扱い（700語問題），
内容が高度化し学習に引き込むのが
難しい等の問題が ある。

高校

市川裕理
（愛知・高専）

愛知県立高校2校勤務を経て，現在豊
田工業高専准教授。協働学習，SDGs
の視点のある授業に取り組み， 協働で
文脈に応じ表現を考えることがコミュ
ニケ ー ジョンに効果的と考え，研究し
ている。日頃はCLIし方式で卜ピック
と同時に英語表現も学ぷスタイルを
採っている。

附英研分科会値目mm璽mmc霊園彊田空白B j 研究 ・ 実践の興味 ・ 関心に沿った
／ 授業づくりを学び合う場です！

1 小学校・中学入門期
①朝倉慶子（奈良 ・ 小） 「奈良の学習法j で奈良のしかについて学ぶ外国語学習
②大西患美子（三重 ・ 小） 小学校英語の30年～総合から教科化ICT活用まで～

2教科書 ・ （自主）教材 ①藤本文香（東京 ・ 中） 心を動かす授業づくり～折匂の詩 ・ 100人村ワ ー クショップ～

と読み取り ②斉藤貴子（埼玉 ・ 高） 苦手な読解指導：改造プロジェク卜中間報告

3文法・語集の指導 ！①菅野異至（宮城 ・ 高） 記号付けによる読解とコミュニケ ー ション
②尾張至仲（青森 ・ 中） 生徒の表現 ・ 読解を支える語集 ・文法指導とは？

4自己表現音戸による｜①新井雄大（埼玉 中高） I英語を学ぶ理由 j を求めて 中学1年生劇発表の実践
コミュニケ ー ション ②三田詩織（大阪 ・ 高） 自分の言葉で伝えること， 聴くこと

5学カと評価 ｜①清水弥生／武田千絵（山口 ・ 高）教科書の内容を元につなぐ遠隔地との交流事始め
②大口雅也（北海道 ・ 中） 機械じゃない！ 一人じゃない！仲間と一緒に英語音読劇

6仲間と学ぶ協同学習 l
①本田孝子（石川 ・ 中） 学校だからこそできる学びを～つながりを目指して～

②玉木志乃（埼玉 ・ 中高） 協同で読みを深める授業を目指して～和訳の一歩先へ ～

7遅れがちな子どもと ①菊池敦子（東京 ・ 中） みんなで自分の思いをスピー チに ～苦手な生徒にも寄り添いながら ～

ともに ②小川弘義（新潟 ・ 高） 非進学校の専門性とは～流暢さ ・ 運用カで勝負しない～

平和・環境・人権・SDGs ①吉村千恵（福岡 ・ 中） 英語で平和学習 「知る ・ 学ぶj から「伝えるj へ
8 （の教育）に取り組む ）②赤荻さやか（栃木 ・ 中） 「サダコプロジェク卜平和の折り鶴j ～知って考え ， 発信する ～

砂閉会行事 E日� 砂新英研総会 �’




